
３ ひがしくるめ　市　議　会　だ　よ　り ．．

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
る
な
‼

新
し
い
課
題
に
対
し
て
迅
速
に
対
応
せ
よ

小
中
学
校
を
安
心
で
き
る
教
育
現
場
に
！

市
長
の
専
決
処
分
に
つ
い
て
問
う

危
機
だ
か
ら
こ
そ
市
長
の
責
任
が
問
わ
れ
る

安
全
・
安
心
で
不
安
の
な
い
生
活
環
境
を

「
新
し
い
生
活
様
式
」の
実
践
が
大
切
で
す

コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
相
談
体
制
強
化
を
！

新
型
コ
ロ
ナ
で
困
窮
す
る
学
生
に
支
援
を
！

災
害
に
よ
る
避
難
時
の
感
染
症
対
策
を
！

最
悪
の
災
害
を
想
定
し
十
分
な
備
え
を
！
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質
問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係

る
税
制
上
の
措
置
と
し
て
、
市
税
の
徴
収
猶

予
特
例
制
度
が
創
設
さ
れ
た
が
、
①
対
象
者

と
、
②
市
の
対
応
を
伺
う
。

答
弁
　
①
２
月
以
降
の
任
意
の
期
間
に
お
い

て
、
収
入
が
前
年
同
期
比
で
お
お
む
ね

％

以
上
減
少
し
、
か
つ
、
い
っ
と
き
に
納
税
を

行
う
こ
と
が
困
難
な
方
が
対
象
と
な
る
。
②

申
請
書
類
等
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
、
郵
送
に
も
対
応
し
て
い
る
。
な
お
国
税

に
も
同
様
の
措
置
が
あ
り
、
他
の
行
政
機
関

で
猶
予
が
許
可
さ
れ
た
場
合
は
、
審
査
手
続

き
を
簡
素
化
し
、
迅
速
に
対
応
し
て
い
る
。

質
問
　
小
・
中
学
校
再
開
後
の
対
応
策
と
し

て
、
国
の
第
２
次
補
正
予
算
で
、教
員
、学
習

指
導
員
等
の
追
加
配
置
、感
染
症
対
策
・
学
習

保
障
等
の
支
援
が
示
さ
れ
た
が
、活
用
は
。

答
弁
　
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ

配
置
支
援
事
業
補
助
金
の
追
加
申
請
を
検
討

し
た
い
。
他
の
支
援
に
つ
い
て
も
各
学
校
の

状
況
を
確
認
し
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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質
問
　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
（
大
人
が
担
う
よ

う
な
家
族
の
介
護
や
世
話
を
行
っ
て
い
る


歳
未
満
の
子
ど
も
の
こ
と
）
の
実
態
把
握
と

そ
の
支
援
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
弁
　
本
市
の
介
護
現
場
に
お
け
る
高
齢
者

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

歳
未
満
の
介
護

者
は
０
％
で
あ
り
、
３
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
の
相
談
支
援
の
実
績
と
し
て
、
数
年

前
に
１
件
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

要
望
　
教
育
現
場
と
連
携
し
て
実
態
調
査
を

行
っ
て
も
ら
い
た
い
。

質
問
　
紙
お
む
つ
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い

て
、
本
年
３
月
、
環
境
省
か
ら
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
が
公
表
さ
れ
た
。
市
の
検
討
状
況
は
。

答
弁
　
紙
お
む
つ
は
、
可
燃
ご
み
と
一
緒
に

収
集
し
、
柳
泉
園
組
合
で
焼
却
処
分
し
て
い

る
。排
出
量
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
。

ま
ず
は
、
国
や
他
の
自
治
体
の
動
向
を
注
視

し
て
い
き
た
い
。

要
望
　
柳
泉
園
組
合
を
構
成
す
る
他
の
２
市

と
も
相
談
・
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。
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質
問
　
教
育
現
場
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
に
つ
い
て
、
①
夏

季
の
対
策
と
、
児
童
・
生
徒
お
よ
び
教
職
員

の
体
調
面
と
心
の
ケ
ア
は
、
②
少
人
数
学
級

の
実
現
は
。

答
弁
　
①
学
校
の
教
室
で
は
、
冷
房
使
用
中

で
も
窓
を
開
け
て
換
気
を
行
う
。
児
童
・
生

徒
に
対
し
て
は
、
教
員
等
が
健
康
観
察
を
行

い
、
必
要
に
応
じ
て
健
康
相
談
の
実
施
、
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
支
援
を
行

う
。
ま
た
、
教
職
員
に
つ
い
て
は
、
校
長
・

副
校
長
が
心
身
の
状
況
把
握
に
努
め
、
必
要

に
応
じ
、
相
談
等
を
行
う
。
②
学
級
の
人
数

は
、
国
の
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、

今
後
も
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

質
問
　
交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
た
所
沢
街

道
に
お
け
る
市
で
可
能
な
安
全
対
策
は
。

答
弁
　
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
、
注
意
喚
起

の
看
板
の
設
置
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
信
号
機
の
設
置
の
要
望

を
交
通
管
理
者
へ
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
。
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質
問
　
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て
専

決
処
分
を
行
っ
た
の
は
、
時
間
的
余
裕
が
な

か
っ
た
か
ら
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
の
期
限

は
市
長
が
自
分
で
決
め
た
も
の
で
あ
る
。
市

長
が
す
ぐ
に
実
施
し
た
い
か
ら
、
時
間
的
余

裕
が
な
い
の
で
専
決
処
分
を
し
ま
す
と
い
う

こ
と
を
認
め
て
し
ま
う
と
、
こ
れ
か
ら
も
市

長
の
考
え
だ
け
で
予
算
執
行
が
可
能
に
な

り
、
議
会
は
不
要
に
な
っ
て
し
ま
う
。
市
長

は
専
決
処
分
を
す
る
に
当
た
っ
て
、
自
ら
ど

の
よ
う
な
基
準
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

市
長
　
専
決
処
分
に
関
し
て
は
、
慎
重
に
判

断
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
専
決

処
分
の
必
要
性
を
し
っ
か
り
丁
寧
に
説
明
し

な
が
ら
方
向
性
を
導
き
出
し
た
い
。

要
望
　
必
要
性
も
そ
れ
は
市
長
の
個
人
的
な

思
い
で
あ
る
。
次
は
国
の
第
２
次
補
正
予
算

が
市
に
下
り
て
く
る
が
、
今
の
う
ち
か
ら
市

の
必
要
な
事
業
を
優
先
付
け
し
て
、
交
付
金

の
金
額
が
分
か
り
次
第
、
事
業
を
決
定
し
て

速
や
か
に
臨
時
会
を
開
い
て
も
ら
い
た
い
。
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質
問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
地
球
規
模

の
感
染
拡
大
で
世
界
中
が
危
機
に
直
面
し
て

い
る
。
東
久
留
米
市
も
コ
ロ
ナ
対
策
で
新
た

な
業
務
が
発
生
。
収
束
の
見
込
み
が
ま
だ
ま

だ
立
た
な
い
以
上
、
今
す
ぐ
行
う
必
要
の
な

い
事
業
は
中
止
す
べ
き
。
そ
の
一
つ
が

周

年
記
念
事
業
。
東
久
留
米
市
は
今
年
で
市
制

施
行

周
年
を
迎
え
、

月
４
日
に
は
式
典

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
多
く
の
市
民
が
コ
ロ
ナ
危
機
で

苦
し
ん
で
い
る
中
、
と
て
も

周
年
を
祝
う

状
況
に
は
な
い
。

周
年
は
今
年
し
か
な
い

と
言
う
が
、
式
典
を
行
わ
な
く
て
も
市
民
は

困
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
の
分
の
予
算
と
時

間
を
本
当
に
困
っ
て
い
る
市
民
の
た
め
に
使

う
べ
き
。

　
式
典
を
実
施
す
る
か
ど
う
か
、
市
長
の
責

任
で
決
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
　

周
年
記
念
事
業
は
、
年
を
越
え
て

の
延
期
は
難
し
い
の
で
、
今
後
の
感
染
症
対

策
を
見
守
る
。
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質
問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

と
し
て
、
職
員
は
ど
の
よ
う
な
勤
務
体
制
を

と
っ
て
い
る
か
。

答
弁
　
職
員
の
勤
務
体
制
は
、
政
府
の
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
基
本
的

対
処
方
針
」
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
全
職
員
を

対
象
に
、
４
月

日
か
ら
時
差
通
勤
を
、
４

月

日
か
ら
交
代
制
在
宅
勤
務
を
、
業
務
の

優
先
を
基
本
と
し
つ
つ
実
施
し
て
い
る
。

質
問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

る
外
出
自
粛
等
に
よ
り
、
自
宅
で
過
ご
す
時

間
が
増
し
、
規
則
正
し
い
生
活
を
送
れ
な
い

児
童
・
生
徒
が
増
え
た
と
聞
く
が
、
本
市
の

場
合
は
ど
う
か
。

答
弁
　
教
育
委
員
会
で
は
、
臨
時
休
業
期
間

中
に
規
則
正
し
い
生
活
を
送
れ
な
い
児
童
・

生
徒
が
一
部
い
た
事
実
を
把
握
し
た
。
そ
の

対
応
策
と
し
て
、
家
庭
学
習
の
時
間
割
の
作

成
・
活
用
方
法
の
各
家
庭
へ
の
周
知
、
運
動

量
確
保
の
た
め
の
校
庭
開
放
、
食
へ
の
意
識

を
高
め
る
た
め
の
食
育
の
指
導
を
行
っ
た
。
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質
問
　
市
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
患
者
の
発
生
状
況
と
し
て
、
発
生
日
ご
と

の
人
数
の
み
が
公
表
さ
れ
て
い
る
が
、
性
別

・
年
齢
別
な
ど
統
計
的
な
情
報
の
提
供
が
注

意
喚
起
を
促
す
点
か
ら
も
有
効
で
は
。

答
弁
　
保
健
所
設
置
市
で
は
な
い
本
市
は
、

都
が
公
表
す
る
発
生
数
以
外
に
情
報
を
入
手

で
き
な
い
。
多
摩
小
平
保
健
所
管
内
の
５
市

全
体
の
感
染
者
発
生
状
況
を
年
代
別
・
男
女

別
で
統
計
的
に
公
表
で
き
な
い
か
都
へ
要
望

し
た
が
、
今
の
と
こ
ろ
公
表
基
準
の
変
更
は

な
い
と
い
う
回
答
だ
っ
た
。
機
会
が
あ
る
た

び
に
こ
の
よ
う
な
要
望
を
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
厚
生
労
働
省
か
ら
出
さ
れ
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
に
伴
う
定
期

予
防
接
種
の
期
限
延
長
に
関
す
る
通
知
に
基

づ
い
て
、
期
限
延
長
を
実
施
し
て
い
る
市
も

あ
る
が
見
解
は
。

答
弁
　
市
の
判
断
で
、
規
定
の
接
種
時
期
を

越
え
て
接
種
を
行
う
特
別
の
事
情
が
あ
る
も

の
と
認
め
て
よ
い
、
と
受
け
止
め
て
い
る
。
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質
問
　
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業
に

お
け
る
、
国
の
第
２
次
補
正
予
算
や
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
、
多
言
語
対
応

機
器
の
購
入
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　
予
算
の
活
用
方
法
と
し
て
示
し
て
い

る
国
の
動
向
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、
他
市

の
運
用
の
仕
方
な
ど
調
査
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
児
童
虐
待
リ
ス
ク
の
対
応
に
つ
い

て
、
国
の
「
子
ど
も
の
見
守
り
強
化
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
踏
ま
え
、
本
市
で
は
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
。

答
弁
　
同
プ
ラ
ン
で
は
、
支
援
ニ
ー
ズ
の
高

い
子
ど
も
を
早
期
に
発
見
、
定
期
的
に
見
守

る
体
制
の
強
化
・
確
保
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

小
学
校
や
保
育
園
な
ど
に
出
席
状
況
な
ど
を

確
認
し
て
い
る
支
援
ニ
ー
ズ
の
高
い
子
ど
も

の
定
期
的
な
状
況
把
握
と
状
況
に
変
化
が
見

ら
れ
た
場
合
の
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
の
情
報
提
供
を
依
頼
し
、
要
保
護
児
童
対

策
地
域
協
議
会
の
実
務
者
会
議
に
お
い
て
、

関
係
機
関
で
の
情
報
共
有
に
努
め
て
い
る
。
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質
問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

と
し
て
、
国
の
持
続
化
給
付
金
は
売
り
上
げ

が
前
年
同
月
比
で

％
以
上
減
少
し
て
い
る

事
業
者
が
対
象
で
あ
り
、
給
付
に
時
間
が
か

か
る
な
ど
十
分
な
状
況
と
は
言
え
な
い
。
給

付
対
象
か
ら
外
れ
た
事
業
者
に
対
す
る
市
独

自
の
支
援
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　
感
染
拡
大
防
止
協
力
事
業
者
等
応
援

金
お
よ
び
商
店
会
感
染
拡
大
防
止
応
援
金

等
、
独
自
の
支
援
は
行
っ
て
い
る
が
、
国
の

第
２
次
補
正
予
算
、
都
の
動
向
を
注
視
し
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
困
窮
す
る
学
生
へ
の
支
援
策
と
し
て
、
国

は
学
生
支
援
緊
急
給
付
金
を
創
設
し
た
が
、

対
象
が
狭
い
。
他
自
治
体
で
は
奨
学
金
の
追

加
貸
し
付
け
や
独
自
の
給
付
を
行
っ
て
い
る

例
も
あ
る
。市
独
自
の
支
援
を
行
う
考
え
は
。

答
弁
　
社
会
福
祉
協
議
会
の
緊
急
小
口
資
金

の
特
例
貸
し
付
け
も
あ
り
、
国
や
都
の
動
向

を
注
視
し
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
た
い
。
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質
問
　
複
合
災
害
に
備
え
、
①
コ
ロ
ナ
感
染

予
防
を
含
む
避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
は
、

②
間
仕
切
り
や
隔
離
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
、
発
熱
者
等
感
染
対
策
は
、
③
避
難
所
の

数
や
面
積
の
割
り
増
し
は
、
④
避
難
所
と
し

て
市
内
ホ
テ
ル
等
の
活
用
の
検
討
は
、
⑤
消

毒
液
等
の
備
蓄
と
そ
の
活
用
の
検
討
は
。

答
弁
　
①
現
在
、作
成
作
業
を
進
め
て
い
る
。

②
間
仕
切
り
用
の
資
機
材
を
活
用
、
発
熱
症

状
者
は
テ
ン
ト
へ
一
時
的
避
難
を
予
定
。
③

避
難
所
の
拡
充
は
困
難
。
在
宅
避
難
や
知
人

宅
等
へ
の
分
散
避
難
を
周
知
す
る
。
④
ホ
テ

ル
本
社
へ
の
働
き
掛
け
を
都
に
依
頼
し
た
。

⑤
手
指
消
毒
液
、
非
接
触
型
体
温
計
、
テ
ン

ト
や
マ
ス
ク
の
購
入
手
続
き
に
入
っ
た
。

質
問
　
①
在
宅
避
難
や
分
散
避
難
を
含
む
地

域
防
災
計
画
の
改
訂
は
、
②
面
積
増
へ
学
校

の
教
室
活
用
は
、
③
医
療
救
護
所
５
カ
所
の

感
染
症
対
策
を
含
む
マ
ニ
ュ
ア
ル
改
訂
は
。

答
弁
　
①
改
訂
を
行
い
た
い
。
②
活
用
を
検

討
、調
整
中
。③
検
討
課
題
と
考
え
て
い
る
。
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質
問
　
火
山
噴
火
の
防
災
に
つ
い
て
、
①
国

や
都
か
ら
の
防
災
に
関
す
る
情
報
は
あ
る
の

か
、
②
地
震
や
台
風
と
の
被
害
の
違
い
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
、
③
市
民
へ
の

周
知
に
対
す
る
考
え
は
。

答
弁
　
①
国
は
中
央
防
災
会
議
防
災
対
策
実

行
会
議
に
お
け
る
大
規
模
噴
火
時
の
広
域
降

灰
対
策
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
資
料

に
お
い
て
、
富
士
山
噴
火
時
の
首
都
圏
へ
の

影
響
と
対
策
を
、
都
は
地
域
防
災
計
画
火
山

編
に
被
害
想
定
を
示
し
て
い
る
。
②
降
灰
に

よ
る
影
響
が
大
き
い
と
考
え
る
。
③
地
震
と

同
様
と
考
え
る
。非
常
持
ち
出
し
品
や
備
蓄
、

降
灰
の
情
報
な
ど
が
得
ら
れ
る
ラ
ジ
オ
等
の

準
備
が
必
要
と
考
え
る
。

質
問
　
本
市
の
地
域
防
災
計
画
の
改
訂
の
際

に
は
火
山
噴
火
へ
の
対
策
を
反
映
す
る
可
能

性
が
あ
る
の
か
。

答
弁
　
令
和
２
・
３
年
の
２
カ
年
で
計
画
の

改
訂
を
予
定
し
て
い
る
。
火
山
噴
火
に
関
す

る
対
策
等
に
関
わ
る
記
載
は
検
討
し
た
い
。

本会議の進行を務める富田竜馬議長


